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化
に
親
し
み
、
そ
れ
ら
を
慈
し
み
な
が
ら
、

五
十
数
年
間
、
ず
っ
と
こ
の
地
で
暮
ら
し

て
き
た
。
漁
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
で
、

イ
カ
漁
や
サ
ケ
の
定
置
網
漁
業
、
カ
キ
や

ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
の
最
盛
期
の
様
子
を
間

近
で
見
て
き
た
が
、
第
一
次
産
業
は
次
第

に
低
迷
し
、
そ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か

の
よ
う
に
、
町
は
賑に

ぎ

や
か
さ
を
失
っ
て
い

っ
た
。

私
が
役
場
に
就
職
し
た
１
９
７
９
年

（
昭
和
54
年
）、
漁
業
の
将
来
は
見
通
せ
な

い
ま
ま
で
は
あ
っ
た
が
、
町
に
は
ま
だ
活

気
が
あ
り
、
観
光
船
に
よ
る
船
越
半
島

巡
り
や
国
民
宿
舎
「
タ
ブ
の
木
荘
」
な
ど

は
、
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
た
。

三
十
数
年
の
役
所
勤
め
で
、
半
分
は
水

産
行
政
を
、
も
う
半
分
は
商
工
観
光
や

税
務
、
財
政
、
水
道
を
担
当
し
て
き
た
。

実
は
、
入
庁
し
て
初
め
て
の
職
場
は
今
と

同
じ
水
産
商
工
課
、
後
に
商
工
観
光
課
に

異
動
で
、
観
光
行
政
の
担
当
だ
っ
た
。
数

十
年
の
時
を
経
て
、
く
し
く
も
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
観
光
復

興
に
は
、
特
別
な
強
い
思
い
入
れ
を
持
っ

て
い
る
。

山
田
町
の
観
光
の
変
遷

山
田
町
の
観
光
は
、
夏
季
を
中
心
に
、

昭
和
40
年
代
は
、
観
光
船
か
ら
の
船
越

半
島
や
重お

も

茂え

半
島
の
海
岸
美
の
探
勝
、
オ

ラ
ン
ダ
島
、
荒
神
、
前
須
賀
で
の
海
水
浴
、

小
谷
鳥
で
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
賑
わ
っ
て

い
た
。
国
民
宿
舎
は
多
く
の
団
体
客
に
利

用
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
団
体
旅
行
の
減
少
、
個
人
・

グ
ル
ー
プ
客
の
増
加
、
観
光
や
旅
行
に
対

す
る
価
値
観
の
変
化
な
ど
を
受
け
て
、
山

田
の
観
光
も
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
観

光
事
業
は
、
需
要
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、

利
用
者
の
減
少
に
よ
り
観
光
船
は
運
航

中
止
、
国
民
宿
舎
は
閉
鎖
と
な
っ
た
。

山
田
町
の
概
要

私
の
住
む
、
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町

は
、
岩
手
県
の
沿
岸
部
陸
中
海
岸
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
北
上
山
地
が
太
平
洋
に

沈
降
す
る
典
型
的
な
リ
ア
ス
式
海
岸
と
、

山
田
湾
、
船
越
湾
の
二
つ
の
湾
が
特
徴
的

な
地
域
で
あ
る
。そ
の
一
部
地
域
は
三
陸
復

興
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
壁
岩
、

磯
、
赤
松
な
ど
の
海
岸
性
原
生
自
然
の
景

観
に
優
れ
、
学
術
的
に
も
価
値
が
高
い
。

ま
た
、
豊
か
な
漁
業
資
源
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
波
が
静
か
な
山
田
湾
と
船
越
湾
は

好
漁
場
・
漁
港
と
な
っ
て
い
る
。
カ
キ
、
イ

カ
、ア
ワ
ビ
、ウ
ニ
、ホ
タ
テ
、ワ
カ
メ
、
サ

4

岩
手
県
山
田
町
の
観
光
計
画
づ
く
り

―
―
住
民
参
加
の
観
光
復
興

岩
手
県
山
田
町
　
前
水
産
商
工
課
長

ケ
な
ど
を
収
穫
す
る
水
産
業
が
営
ま
れ
て

い
る
。
山
田
湾
に
広
が
る
養
殖
筏い

か
だ

の
風
景

は
山
田
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
多
く
の
町

民
が
思
い
起
こ
す
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
と

も
な
っ
て
い
る
。

人
口
は
１
万
６
５
９
２
人
（
２
０
１
５

年
４
月
１
日
現
在
）、
１
９
８
０
年
代
か

ら
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
２
０
１
１
年

（
平
成
23
年
）
以
降
の
減
少
は
、「
東
日
本

大
震
災
」（
以
下
、
震
災
）
の
影
響
に
よ

る
と
こ
ろ
も
大
き
い（
図
）。

山
田
町
に
生
ま
れ
て

私
は
、
山
田
町
の
漁
家
に
長
男
と
し
て

生
を
受
け
、
山
田
の
海
や
山
、
歴
史
や
文

甲
斐
谷  

芳
一
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き
た
。
山
田
は
小
さ
い
町
な
の
で
、
皆
で

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
事
情
も
あ
る
が
、

連
帯
し
た
取
組
は
、
今
後
さ
ら
に
重
要
に

な
る
。失

わ
れ
て
い
く
、

ふ
る
さ
と
山
田

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
３
月
議
会
最

終
日
、
14
時
46
分
、
想
像
を
絶
す
る
出

来
事
が
起
こ
る
。
三
陸
沖
を
震
源
と
し
て

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
が
発
生
し
、

そ
の
後
の
大
津
波
と
相
ま
っ
て
、
東
北
か

ら
関
東
に
か
け
て
の
東
日
本
一
帯
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
田
町
に
も
、
大
き
な
地
震
と
大
津

波
が
襲
っ
て
き
た
。
震
度
は
５
弱
、
15
時

22
分
頃
に
は
山
田
湾
に
津
波
が
到
達
し

た
。
津
波
の
推
定
の
高
さ
は
８
～
10
ｍ
、

溯そ

上じ
ょ
う

高
は
最
大
25
ｍ
に
ま
で
及
ん
だ
。
台

風
の
、
そ
れ
と
も
違
う
想
定
を
は
る
か
に

超
え
た
バ
ケ
モ
ノ
だ
っ
た
。
各
地
で
防
潮

堤
が
倒
壊
し
、
多
く
の
建
物
や
道
路
が
流

出
・
崩
壊
し
た
。

山
田
地
区
で
は
大
規
模
な
火
災
も
広

が
っ
た
。
が
れ
き
に
よ
っ
て
道
路
が
寸
断

さ
れ
、
地
震
の
影
響
で
水
道
も
停
止
し
た

た
め
、
消
火
活
動
が
十
分
に
行
え
な
い
ま

ま
、
Ｊ
Ｒ
陸
中
山
田
駅
を
中
心
と
す
る
市

街
地
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
焼
失
し
た
。

地
震
、
津
波
、
火
災
に
よ
り
、
８
０
０
人

を
超
え
る
多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

私
自
身
、
母
を
亡
く
し
、
自
宅
を
な
く

し
た
。
翌
々
日
、
町
を
歩
く
と
、
ま
る
で

映
画
の
大
規
模
な
セ
ッ
ト
に
で
も
入
り
込

ん
だ
か
の
よ
う
な
、
不
思
議
な
光
景
が
広

が
っ
て
い
た
。
ま
る
で
夢
を
見
て
い
る
か

の
よ
う
だ
っ
た
。
地
震
、
津
波
、
火
災
が
、

代
わ
っ
て
、
浦
の
浜
地
区
を
拠
点
に
、

ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
の「
船
越
家
族
旅
行
村
」

や
、
遊
園
地
「
マ
リ
ン
パ
ー
ク
山
田
」「
鯨

と
海
の
科
学
館
」「
道
の
駅
や
ま
だ
」
を

整
備
し
て
い
く
と
、
観
光
客
数
も
増
加
し

て
い
っ
た
。
し
か
し
、「
マ
リ
ン
パ
ー
ク
山

田
」
は
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
収
益
の
悪

化
を
受
け
て
、１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）

に
閉
園
と
な
っ
た
。
被
災
し
て
休
館
中
の

「
鯨
と
海
の
科
学
館
」
も
厳
し
い
経
営
が

続
い
て
い
た
。

一
方
で
、「
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」や

「
花
火
大
会
」「
鮭
ま
つ
り
」「
ア
サ
リ
ま

つ
り
」「
カ
キ
ま
つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

は
、企
画
や
告
知
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
こ
と
か
ら
年
々
参
加
者
も
増
加

し
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
誘
客

の
目
玉
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
山
田
町
観
光

協
会
を
中
心
に
、
役
場
、
漁
協
、
商
工
会
、

道
の
駅
な
ど
主
要
な
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
、
町
を
活
気
づ
け
よ
う
と
取
り
組
ん
で

資料：岩手県人口移動報告年報、平成22年国勢調査、岩手県観光統計および山田町資料、
山田町観光協会ウェブサイトなど

•山田湾、オランダ島、大釡崎、赤平金剛などリアス式海
岸の自然美

•鯨と海の科学館、船越家族旅行村、道の駅やまだ、復興
かき小屋、観光物産館「とっと」などの観光施設

•地元の漁業や海の自然美を活かした山田の幸味わいま
つり、山田の鮭まつりなど

•海岸美探勝、漁業体験、定置網体験、オランダ島上陸、
シーカヤック体験教室など

宿泊収容力

人口

観光客数

総面積

JR

バス

自動車

主なアクセ
ス方法

産業別
就業者数

観光資源

162室、386人（観光客の受け入れ施設のみ）

16,592人（2015年4月1日現在）

318,430人（2014年度）

263.45k㎡

製造業（1,544人）、卸売業・小売業（1,202人）、漁業（1,125
人）、医療・福祉（915人）、建設業（826人）など

•盛岡南IC～山田町　約2時間半
•遠野IC～山田町　約1時間半

•盛岡～山田(船越)［106急行］約3時間
•宮古～山田［路線バス］約50分

•東京～盛岡［東北新幹線］約2時間半
•盛岡～宮古［山田線］約2時間

図　岩手県山田町の概要
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山
田
か
ら
多
く
の
大
切
な
も
の
を
奪
っ
て

い
っ
た
。

山
田
の
観
光
復
興
を

考
え
る

被
災
時
、
私
は
水
道
事
業
を
担
当
し

て
お
り
、
全
壊
し
た
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」

の
復
旧
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

町
（
行
政
）
で
最
初
に
す
べ
き
は
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
で
あ
り
、
道
路
の
確
保

で
あ
り
、
が
れ
き
の
処
理
、
避
難
所
の
開

設
・
運
営
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
誰
も
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
状
況
に
、
現
場
は
混
乱

に
混
乱
を
極
め
て
い
た
の
を
鮮
明
に
覚
え

て
い
る
。

水
道
管
の
復
旧
を
何
と
か
成
し
遂
げ
、

現
在
の
部
署
に
異
動
と
な
り
、
水
産
業
の

復
旧
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
水
産

業
の
復
旧
、
ま
ず
は
「
漁
業
」、
水
揚
げ

を
再
生
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。
次
は

「
流
通
」、
市
場
、
水
産
加
工
場
の
再
開
を

急
い
だ
。
こ
の
間
、
被
災
し
た
商
工
業
の

方
々
に
は
仮
設
施
設
で
営
業
を
再
開
し
、

次
に
備
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
通
じ
て
、

各
地
か
ら
の
派
遣
職
員
や
民
間

企
業
の
方
と
話
す
機
会
が
増
え

て
い
く
中
で
、
震
災
前
に
は
気
づ

か
な
か
っ
た
町
の
魅
力
に
気
づ
か

さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
特
に

「
山
田
湾
と
オ
ラ
ン
ダ
島
」の
景
色

は
、誰
も
が
高
く
評
価
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
普
通
に

眺
め
て
い
た
、
丸
い
穏
や
か
な
湾

と
そ
こ
に
浮
か
ぶ
オ
ラ
ン
ダ
島
か

ら
、
大
き
な
勇
気
を
も
ら
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

町
が
比
較
的
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
２
０
１
４
年
（
平
成

26
年
）、
観
光
復
興
に
も
本
格
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
町
長

か
ら
も
同
様
の
ご
指
示
を
い
た

だ
い
た
。

２
０
１
２
年
度（
平
成
24
年
度
）

後
半
か
ら
環
境
省
の
支
援
を
受

け
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の

検
討
会
を
組
織
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
さ
ら
な
る
観
光
復
興

に
向
け
た
大
き
な
議
論
を
展
開

し
て
い
く
素
地
は
整
っ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
住
民
参
加
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
機
運
は
高

ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
で

こ
だ
わ
っ
た
こ
と

震
災
後
の
観
光
を
復
興
し
、
産
業
と

し
て
再
生
す
る
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
改
め

て
現
状
を
見
つ
め
、
新
た
な
未
来
を
創
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
町
内
外
の
方
々
に
訴

え
る
理
由
付
け
が
必
要
だ
っ
た
。

説
得
力
の
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
、
あ
る
い
は

「
○
○
計
画
」
と
は
何
だ
ろ
う
、
震
災
前

は
ど
ん
な
計
画
を
作
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
資
料
を
提
供
し
、
彼

ら
の
知
見
や
経
験
で
ま
と
め
ら
れ
た
、
可

も
な
く
不
可
も
な
い
計
画
で
は
な
か
っ
た

か
。
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
、
一
つ
の
結

論
に
た
ど
り
着
い
た
。

「
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
行
政
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
は
な
く
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
当
事
者
が
、
現
場
の
目

線
で
語
り
、
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
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山田湾に浮かぶオランダ島

カキの養殖棚
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仮
に
内
容
や
表
現
が
十
分
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
説
得
力
の
あ
る
、
価

値
あ
る
計
画
と
な
る
。
皆
で
作
り
上
げ
て

い
く
過
程
で
、
町
の
魅
力
に
気
づ
き
、
山

田
の
観
光
の
歩
む
べ
き
方
向
を
議
論
し
、

観
光
復
興
の
実
現
の
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
を
検
討
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
策
定
の

過
程
が
人
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な

取
組
に
し
た
い
と
の
想
い
も
あ
っ
た
。

同
種
・
類
似
の
計
画
策
定
案
件
で
は
、

行
政
に
、
○
○
団
体
の
代
表
や
有
識
者
な

ど
を
招
集
し
て
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
今
回
は
、
今
後
の
観
光
復
興
で

重
要
な
役
割
を
担
う
、
若
手
や
中
堅
、
女

性
を
中
心
に
、「
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員

会
」委
員
に
ご
就
任
い
た
だ
い
た
。「
自
然・

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
型
観
光
」「
物
産
」

「
グ
ル
メ
・
宿
泊
」
の
各
分
野
で
、
次
代

の
山
田
観
光
を
担
う
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
表
に

は
出
て
こ
な
か
っ
た
方
、
初
め
て
お
会
い

す
る
方
な
ど
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
大
き

な
喜
び
を
感
じ
、「
ひ
と
づ
く
り
」
に
期

待
を
抱
い
た
。

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

５
月
19
日
、「
山
田
町
観
光
復
興

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」
か
ら
の

付
託
を
受
け
て
、「
策
定
ワ
ー
キ

ン
グ
委
員
会
」
は
、
約
１
年
間
、

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
全
７
回
、
専

門
部
会
を
全
15
回
開
催
し
、「
山

田
町
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」の
方

針
な
ら
び
に
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
、
濃
密
な
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

行
政
は
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
場

を
設
定
す
る
だ
け
で
、
議
論
に
は

基
本
的
に
口
を
挟
ま
な
か
っ
た
。

進
行
は
、
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

パ
ー
ト
ナ
ー
（
公
益
財
団
法
人
）

ビ
ジ
ョ
ン
」。そ
し
て
、
多
く
の
時
間
を
割

い
て
こ
だ
わ
っ
た
山
田
町
の
将
来
目
標
像

（
ビ
ジ
ョ
ン
）
は
、「
山
田
プ
ラ
イ
ド
」。「
山

田
町
民
」
に
向
け
た
言
葉
で
あ
り
、
町
民

が
覚
え
や
す
く
日
常
的
に
使
え
る
な
ど
の

複
合
的
な
観
点
か
ら
選
定
さ
れ
た
。

「
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は
、
今
回

の
検
討
体
制
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
行
政
、

民
間
事
業
者
、
町
民
な
ど
が
参
画
し
、
協

働
で
目
標
実
現
に
向
け
た
取
組
体
制
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
住
民

参
加
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
強
力
に
取

り
組
み
、
震
災
前
よ
り
も
魅
力
あ
る
地
域

を
創
り
出
し
、
山
田
の
観
光
復
興
を
成
し

遂
げ
た
い
。 　

（
か
い
た
に　

よ
し
か
ず
）

日
本
交
通
公
社
に
お
任
せ
し
た
。
た
だ
し
、

観
光
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
た
メ
ン
バ
ー

の
生
の
声
を
聞
か
せ
た
い
と
思
い
、
私
を

は
じ
め
職
員
は
可
能
な
限
り
会
議
に
同

席
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

山
田
プ
ラ
イ
ド
を
礎
に

前
進

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
２
月
19
日
、

「
山
田
町
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員

会
」
に
お
い
て
、
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員

会
委
員
長
の
沼
崎
真
也
氏
（
山
田
町
観

光
協
会
事
務
局
長
）
よ
り
、
答
申
が
行

わ
れ
た
。

皆
で
考
え
に
考
え
抜
い
た
「
観
光
復
興

「山田町観光復興ビジョン」策定ワーキング委員会の様子

甲
斐
谷 

芳
一
（
か
い
た
に 

よ
し
か
ず
）

　

山
田
町
国
保
介
護
課
長
。
１
９
７
９
年
（
昭
和
54

年
）
６
月
、
山
田
町
役
場
入
職
。
２
０
０
８
年
（
平

成
20
年
）
４
月
水
道
事
業
所
（
係
長
）、
２
０
１
１

年
（
平
成
23
年
）
７
月
水
産
商
工
課
水
産
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
（
課
長
補
佐
）、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

４
月
水
産
商
工
課
長
を
経
て
現
在
に
至
る
。

山
田
プ
ラ
イ
ド

我
ら
が
ふ
る
さ
と
山
田
の
、
自

然
や
暮
ら
し
・
文
化
、
地
場
産
業

の
魅
力
を
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
自

信
を
持
っ
て
伝
え
る
こ
と
で
、
町
内

外
の
交
流
を
創
出
す
る
観
光
を
目

指
し
ま
す
。
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山
田
町
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

　

私
は
岩
手
県
山
田
町
で
生
ま
れ
、
県
外
で

進
学
・
就
職
し
た
後
、
36
歳
の
時
に
山
田
町

に
戻
っ
て
き
た
。
当
時
の
観
光
協
会
事
務
局

長
に
飲
食
店
経
験
を
買
わ
れ
て
カ
キ
小
屋
の

運
営
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
イ
ベ

ン
ト
運
営
や
、
海
水
浴
場
で
の
出
店
対
応
な

ど
、
観
光
協
会
の
業
務
に
幅
広
く
関
わ
っ
て

き
た
。
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
７
月
か

ら
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
。

震
災
か
ら
の
復
旧

　

震
災
後
は
、
あ
ま
り
の
被
害
の
大
き
さ
に
、

も
う
観
光
協
会
の
仕
事
は
な
い
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
道
の
駅
で
情
報
発
信

を
続
け
て
い
る
職
員
が
お
り
、
こ
ん
な
時
で

も
観
光
協
会
が
機
能
す
る
の
か
と
驚
き
、
職

場
復
帰
を
決
め
た
。
復
帰
す
る
と
、
観
光
施

設
や
協
会
事
務
所
の
泥
か
き
、
鯨
と
海
の
科

学
館
の
収
蔵
資
料
の
選
別
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
作
業
の
割
り
振
り
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と

が
山
積
し
て
い
た
。
電
気
が
通
っ
て
い
な
い

た
め
、
朝
か
ら
作
業
を
し
て
日
が
落
ち
た
ら

解
散
と
い
う
日
々
が
長
く
続
き
、
事
務
所
機

能
が
復
活
し
た
の
は
９
月
ぐ
ら
い
か
ら
だ
っ

た
と
思
う
。

　

町
内
の
観
光
施
設
の
復
旧
は
カ
キ
小
屋
が

最
初
で
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
10
月
29

日
に
再
開
し
た
。
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
や
支
援
に
来
て
い
た
行
政
関
係
者
、
震

災
前
か
ら
の
常
連
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
、２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）４
月

に「
船
越
家
族
旅
行
村
」が
再
開
、２
０
１
３

年（
平
成
25
年
）４
月
に「
観
光
物
産
館『
と

っ
と
』」
が
開
業
、２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

３
月
に
「
鯨
と
海
の
科
学
館
」
の
軀く

体た
い

復
旧

工
事
が
完
了
し
た
。
そ
の
間
、
町
内
で
は
数

多
く
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
町
外
か

ら
も
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

多
く
の
人
の
力
で
、
着
実
に
復
旧
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。

震
災
後
の
町
の
雰
囲
気
の
変
化

　

山
田
町
で
は
過
疎
・
高
齢
化
や
産
業
の
縮

小
が
進
む
中
、
停
滞
感
が
漂
い
、
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
も
無
駄
だ
、
出
る
杭
は
打
た

れ
る
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
震
災
後
は
、
新
し
い
こ
と
を
や

れ
る
土
壌
が
生
ま
れ
た
と
い
う
か
、
雰
囲
気

が
少
し
軽
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
れ

は
、
各
種
支
援
の
情
報
が
得
ら
れ
や
す
く
な

っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
新
し
い
こ
と
に
興
味

が
あ
る
人
に
、
周
り
の
人
が
声
を
か
け
て
情

報
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、

表
舞
台
に
新
し
い
人
が
出
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
し
、
復
興
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
商
品
づ
く

り
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
、
人
の
つ
な
が
り

に
も
広
が
り
が
出
て
き
た
よ
う
に
も
感
じ
る
。

　

私
た
ち
は
震
災
で
多
く
の
も
の
を
失
っ
た

が
、
震
災
か
ら
の
復
旧
の
中
で
生
ま
れ
た
も

の
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

山
田
プ
ラ
イ
ド
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

２
０
１
５
年
度（
平
成
27
年
度
）、町
の「
観

光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
に
Ｗ
Ｇ
委
員
長
と

し
て
参
加
し
た
。
町
の
観
光
の
将
来
目
標
像

は
「
山
田
プ
ラ
イ
ド
」
に
決
ま
っ
た
。
観
光

ら
し
く
な
い
内
向
き
な
言
葉
だ
が
、
有
名
観

光
地
で
は
な
い
山
田
に
観
光
客
を
呼
ぶ
に
は
、

町
民
の「
気
の
持
ち
方
」が
大
事
だ
と
考
え
た
。

　

山
田
町
民
は
、
謙
遜
し
て
「
こ
ん
な
辺へ

ん

鄙ぴ

な
と
こ
ろ
に
来
て
も
何
も
ね
え
よ
」
と
言
い

が
ち
だ
が
、
本
当
に
卑
下
し
て
し
ま
え
ば
誰

も
来
な
い
。
で
も
、
何
か
一
つ
で
も
自
分
が

お
い
し
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
伝
え
ら
れ

る
と
か
、
見
せ
た
い
浜
辺
を
一
つ
言
え
る
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
本
人
の
意
識
が
変

わ
る
と
思
う
し
、
そ
の
人
の
熱
は
観
光
客
に

も
伝
わ
る
は
ず
だ
。

こ
れ
か
ら
の
山
田
の
観
光
を
想
う

　

震
災
後
、
町
を
想
う
人
が
増
え
た
と
感
じ

る
。
私
も
、
失
っ
て
初
め
て
そ
の
価
値
に
気

づ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

例
え
ば
、
町
中
に
漂
う
潮
の
匂
い
。
震
災

前
は
中
小
の
水
産
加
工
場
が
集
積
し
、
今
よ

り
も
ず
っ
と
匂
い
が
強
か
っ
た
。
出
張
帰
り

に
こ
の
匂
い
を
嗅
ぐ
と
「
山
田
に
帰
っ
て
き

た
」
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

豆
腐
屋
の
よ
う
な
日
常
の
食
生
活
の
店
が

あ
る
風
景
も
魅
力
だ
っ
た
。
作
り
手
と
買
い

手
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
、
商
品

だ
け
で
な
く
、
作
り
手
の
色
・
個
性
や
魅
力

も
伝
わ
っ
て
い
た
と
思
う
。

　

私
た
ち
の
町
が
、
観
光
に
取
り
組
む
上
で

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う

し
た
日
常
の
何
気
な
い
風
景
や
町
の
匂
い
、

暮
ら
す
人
と
訪
れ
る
人
の
顔
と
顔
を
突
き
合

わ
せ
た
交
流
な
の
だ
と
思
う
。

　

今
後
も
、
山
田
町
の
観
光
復
興
に
向
け
て

尽
力
し
て
い
き
た
い
。（
談
）

（
ぬ
ま
ざ
き　

し
ん
や
）

聞
き
手
：
観
光
地
域
研
究
部　

吉
谷
地
裕

何
気
ない
風
景
や
町
の
匂
い・
人
の
交
流
を
大
切
に

山
田
町
観
光
協
会
の
取
組

一
般
社
団
法
人
山
田
町
観
光
協
会
　
事
務
局
長
　
　
沼
崎 

真
也

沼
崎 

真
也
（
ぬ
ま
ざ
き 

し
ん
や
）

　

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
岩
手
県
山
田
町
生
ま

れ
。
東
京
で
飲
食
店
勤
務
の
後
、
36
歳
で
山
田
町
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
、観
光
協
会
に
勤
務
。
２
０
１
５
年（
平

成
27
年
）
７
月
よ
り
現
職
。
復
興
か
き
小
屋
、
観

光
物
産
館
「
と
っ
と
」
の
運
営
を
は
じ
め
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
に
も
携
わ
る
。
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岩
手
県
下
、
多
く
の
自
治
体
の
公
社
方
式

と
は
対
照
的
に
、
山
田
町
で
は
民
間
が
中
心

と
な
り
、
水
産
業
、
農
業
、
商
業
者
の
約
40

人
が
出
資
し
て
、
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）

に
「
山
田
町
特
産
品
販
売
協
同
組
合
」
を
設

立
し
、「
道
の
駅
や
ま
だ
」
を
運
営
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
や
ま
だ
は
、
町
の
中
心
市
街
地
か

ら
国
道
45
号
を
南
に
下
っ
た
船
越
地
区
の
高

台
に
あ
り
、
山
田
で
取
れ
た
農
産
物
や
水
産

物
、
加
工
品
な
ど
の
販
売
や
、
観
光
情
報
の

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
場
所
柄
、
地
域

住
民
の
利
用
も
多
く
、
観
光
客
に
は
品
揃ぞ

ろ

え

が
ス
ー
パ
ー
の
よ
う
だ
と
驚
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
（
笑
）。

　

私
は
、
山
田
町
豊
間
根
地
区
の
出
身
で
、

一
時
、
町
を
離
れ
も
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
こ

の
道
の
駅
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。

道
の
駅
が
被
災
者
支
援
の
拠
点
に

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
３
月
11
日
、

山
田
町
は
、
地
震
、
津
波
、
火
災
に
襲
わ
れ
、

町
の
中
心
部
の
建
物
の
多
く
は
流
失
・
焼
失

し
、
国
道
は
寸
断
、
道
の
駅
は
孤
立
状
態
と

な
っ
た
。
幸
い
津
波
に
は
遭
わ
な
か
っ
た
の

で
、
震
災
直
後
か
ら
避
難
者
を
受
け
入
れ
、

売
り
物
の
弁
当
、
パ
ン
な
ど
を
配
り
、
近
所

や
避
難
所
へ
も
食
料
を
分
け
て
回
っ
た
。

　
「
避
難
所
に
い
る
よ
り
役
に
立
ち
た
い
」

と
、
従
業
員
か
ら
の
声
も
あ
り
、「
自
分
た

ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
誰
が
や
る
」
と
の
想

い
で
、
１
週
間
後
３
月
18
日
、
道
の
駅
の
再

開
を
決
断
し
た
。

　

ガ
ス
欠
を
心
配
し
な
が
ら
、
盛
岡
ま
で
車

を
走
ら
せ
、
食
料
や
、
普
段
は
扱
わ
な
い
下

着
、
日
用
品
な
ど
を
積
み
込
み
、
発
電
機
を

借
り
て
き
た
。
内
陸
に
住
む
組
合
員
か
ら
は

無
償
で
野
菜
や
手
づ
く
り
団
子
な
ど
が
届
い

た
。
営
業
再
開
を
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
「
臨
時
営
業
し
ま
す
」
と
看
板
を
掲
げ
た

と
こ
ろ
、
自
転
車
や
徒
歩
で
大
勢
の
人
が
や

っ
て
来
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
も
多
か

っ
た
。
震
災
後
１
カ
月
間
、
従
業
員
は
交
代

で
道
の
駅
に
寝
泊
ま
り
を
続
け
、
懸
命
に
支

援
活
動
に
当
た
っ
た
。
４
月
末
ま
で
臨
時
営

業
を
行
い
、
そ
の
後
、
通
常
営
業
を
再
開
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
頃
ま
で
は
、

町
外
の
被
災
地
支
援
イ
ベ
ン
ト
へ
の
引
き
合

い
が
あ
り
、「
山
田
の
現
状
を
伝
え
た
い
。
山

田
の
物
を
買
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
想
い

で
、
多
い
時
に
は
月
に
４
～
５
回
出
掛
け
て

い
っ
た
。
こ
の
時
の
Ｐ
Ｒ
が
効
い
た
の
か
、

お
か
げ
さ
ま
で
道
の
駅
の
経
営
も
安
定
し
て

き
た
。

　

道
の
駅
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
に

な
れ
る
と
確
信
し
た
。

山
田
人
と
し
て
取
り
組
む

　

震
災
後
、
自
分
は
「
山
田
人
」
で
あ
る
こ

と
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
愛

も
強
く
な
っ
た
。
周
囲
、
特
に
「
こ
ん
な
田

舎
町
は
嫌
だ
」
と
言
っ
て
い
た
若
者
の
中
に

も
「
山
田
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
い
う

人
が
増
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
本
当

に
頼
も
し
い
。

　

今
年
度
、「
山
田
町
観
光
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
、
初
め
て
町
の
事
業
に
関
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
時
、「
お
っ
、
や
っ
と
声
が
か
か
っ
た
か
」

と
思
っ
た
（
笑
）。
実
は
、
観
光
振
興
は
町
が

や
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
ん
な
印
象
を
少
な
か

ら
ず
持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
今
回
、
町
が

多
様
な
人
材
を
集
め
て
議
論
す
る
場
を
設
け

た
の
は
、
画
期
的
な
こ
と
と
感
じ
て
い
た
。

　

議
論
を
尽
く
し
た
観
光
の
将
来
目
標
像
、

「
山
田
プ
ラ
イ
ド
」
は
、
落
ち
着
く
べ
く
し
て

落
ち
着
い
た
。
納
得
感
が
あ
る
。

　

山
田
町
に
は
海
が
あ
り
、
山
が
あ
り
、
誇

れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
道
の
駅
と
し

て
も
、こ
れ
ら
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

例
え
ば
、
関
係
者
の
理
解
や
場
所
の
確
保

な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
で
き
た
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
を
や
っ
て
み

た
い
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、生
産
者
が
直
接
Ｐ
Ｒ
、

販
売
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。
道
の
駅
と
カ

キ
小
屋
や
観
光
施
設
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
も
考

え
て
い
る
。

　

山
田
の
観
光
復
興
は
ま
だ
３
割
程
度
の
状

況
と
見
て
い
る
が
、
私
も
、
山
田
人
と
し
て
、

山
田
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。（
談
）

（
と
よ
ま
ね　

ひ
ろ
し
）

聞
き
手
：
観
光
地
域
研
究
部　

吉
澤
清
良

山
田
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て

道
の
駅
の
取
組

山
田
町
特
産
品
販
売
協
同
組
合
　
道
の
駅
や
ま
だ
副
支
配
人
　
　
豊
間
根 

仁

豊
間
根 

仁
（
と
よ
ま
ね 

ひ
ろ
し
）

　

岩
手
県
立
山
田
高
等
学
校
卒
業
後
、
衣
料
品
関

連
会
社
で
の
販
売
、
観
光
施
設
で
の
企
画
・
営
業
、

酒
類
販
売
店
の
責
任
者
を
経
て
、「
山
田
町
特
産
品

販
売
協
同
組
合
」
入
組
。
現
在
に
至
る
。 震災後、豊間根氏と、ボランティアの支援を

受けて誕生した山田のゆるキャラ「たけちゃ
ん・ヤマダちゃん」
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